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１．２０１１年３月期 第２四半期決算業績ハイライト

業績及び損益状況業績及び損益状況

当第２四半期は、前期に対して営業収益は『増収』、営業利益、経常利益、四半期純利益は『増益』

業績予想に対しては 概ね計画通りに推移業績予想に対しては、概ね計画通りに推移

② 年 月期① 年 月期 対前期 ① ② 2011年3月期 2011年3月期

（単位:百万円）

営 業 収 益

区 分
②2010年3月期

第2四半期決算

67,631

①2011年3月期

第2四半期決算

７２,０４８

対前期 ①－②

増減額 増減率

4,416 6.5%

2011年3月期
第2四半期業績予想

（達成率）

70,000 102.9%

2011年3月期
通期業績予想

（進捗率）

141,000 51.1%

営 業 利 益 3,865

63,766

1 184

１４,３８５

５７,６６２

１,３４４

営 業 費 用

営 業 外 収 益

10,519

△ 6,103

159

272.2%

△ 9.6%

13 5%

12,800

－

－

112.4%

－

－

24,000

－

－

59.9%

－

－

経 常 利 益 761

1,184

4,288

１１,５６０

１,３４４

４,１６９

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

10,798

159

△119

-

13.5%

△ 2.8%

9,800

－

118.0%

－

18,000

－

64.2%

－

特 別 利 益

特 別 損 失

法 人 税 等

50

442

6,557

２０４

１,４０６

４,３１４

154

963

△2,243

306.5%

217.9%

△34.2%

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－
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（注）業績予想は、2010年3月期決算発表時点（2010年5月12日）の数値

△6,187６,０４５ 12,232 - 5,500 109.9% 9,000 67.2%四 半 期 純 利 益 （△純損失）



２．セグメント情報（営業収益・営業利益）

 不動産賃貸事業は 新規物件の賃料収入（+13億円）があ たものの 既存物件の賃料収入の減（△26億円）や前年度に実施した物件売却の

営業利益率営業収益

 不動産賃貸事業は、新規物件の賃料収入（+13億円）があったものの、既存物件の賃料収入の減（△26億円）や前年度に実施した物件売却の

影響（△18億円）等により、前期に対して減収（△31億円）、減益（△12億円）。

 分譲事業は、マンション引渡戸数の増加（前期243戸→当期320戸）、土地の売却等により、前期に対して増収（+63億円）、増益(+122億円）。

2009/9 2010/9

33.8% 33.3%不動産賃貸

△分譲

（単位：百万円）

営業利益率営業収益

87 1

△ 0.5

△ 79.4% 7.7%分譲

8.4% 6.2%その他

5.7% 20.0%計

営業利益

+14.3

△ 2.2

+87.1

（注）内訳のセグメント数値は「消去又は全社」考慮前

72,048

その他
8 057

67,631

4,416 (6.5%)

△3,111 （△6.3%）＋1,206 (17.6%）

＋6,355 (46.9%）

（単位：百万円）

営業利益

その他 498

14,385△76 (△13.3%)
△1,283 (△7.6%)

+12,288（－）

その他
6,850

分譲
13,538

8,057

分譲
19,893

3 865

10,519(272.2%)

その他 498

分譲 1,539

不動産賃貸
15 496

不動産賃貸
8,308

不動産賃貸 不動産賃貸

不動産賃貸
16 779

3,865

その他 574

15,496

分譲 △22

不動産賃貸
49,650

不動産賃貸
46,539

16,779

分譲
△10,749
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（注）内訳のセグメント数値は消去前

2009/9 2010/9 2009/9 2010/9
（注）内訳のセグメント数値は「消去又は全社」考慮前
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３．Ｂ／Ｓ （総資産・投資）

 総資産は、9,075億円となり、前年度末比で△91億円の減少。

 投資額（163億円、前期比+69億円）の主な内訳は、「住友商事名古屋ビル」および「アーバンネット四条烏丸ビル」がそれぞれ33億円と24億円、

「プレミア投資法人」への出資が31億円 等。

総資産

10,000

9 0759,167

投資の状況

756
（単位：億円） （単位：億円）

投資額（第2四半期）

7 492 7 505

1,252 1,119

7 000

8,000

9,000

有形・無形

流動資産

・たな卸資産 786

9,075

有形・無形

9,167
流動資産

・たな卸資産 815
600

期末
実績

投資額（第2四半期）

減価償却費（第2四半期）

投資額（期末）

減価償却費（期末）

7,492 7,505

5,000

6,000

7,000 有形 無形
固定資産

・有形固定資産 7,467

・建物及び構築物 3 311

有形・無形
固定資産

・有形固定資産 7,458

・建物及び構築物 3 370

450

400
期末
業績
予想

3,000

4,000

・建物及び構築物 3,311

・土地 3,994

・建物及び構築物 3,370

・土地 3,956 247
257 255期末

実績200 第2四半期
実績

422 450
0

1,000

2,000

投資等
・投資有価証券 203・投資有価証券 175

投資等
136 93

163123 125 116

第2四半期
実績

第2四半期
実績
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0

2010/3/31 2010/9/30
2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期



４．Ｂ／Ｓ （負債及び純資産・連結有利子負債）

 負債は、7,178億円となり、前年度末比で△133億円の減少。主な要因は、有利子負債の減少(△129億円）。

 純資産は、四半期純利益（60億円）及び配当金支払（△19億円）等により前年度末比で41億円の増加。

 連結有利子負債は、4,837億円となり、前年度末比で△129億円の減少。ネットＤ／Ｅレシオは2.43倍。

8,000

長期借入金 社債 短期借入金

10,000

負債及び純資産 連結有利子負債の状況

（単位：億円）（単位：億円）

9,167 9,075 ﾈｯﾄＤ/Ｅﾚｼｵ

6,000

7,000

6 462 6 278

849 900

7 000

8,000

9,000

5,119 4 966 4 837

2.85倍 2.55倍 2.43倍

固定負債

・支払手形及び営業未払金 77
・有利子負債(短期） 575

流動負債

固定負債

・支払手形及び営業未払金 62
・有利子負債(短期） 522

流動負債
, ,

1,195 1,181 1,171

120 49 0

4,000

5,000
6,462 6,278

5,000

6,000

7,000
, 4,966 4,837固定負債

・有利子負債(長期） 4,261

・受入敷金保証金 922

固定負債

・有利子負債(長期） 4,444

・受入敷金保証金 924

3,804 3,735 3,665
2,000

3,000

3,000

4,000

0

1,000

2009/9/30 2010/3/31 2010/9/30

1,855 1,897

0

1,000

2,000

（注1）短期借入金には、「ｺﾏｰｼｬﾙ･ﾍﾟｰﾊﾟｰ」を含む。 （注2）社債には「1年内償還予定の社債」を含む。

純資産

・株主資本 1,542
・少数株主持分 354

純資産

・株主資本 1,501
・少数株主持分 353
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0

2010/3/31 2010/9/30

4

（注4）ﾈｯﾄD/Eﾚｼｵ=(有利子負債-現金及び現金同等物-預け入れ期間が3ヶ月を超える定期預金)/純資産

（注3）長期借入金には「１年内返済予定の長期借入金」を含む。



（単位:億円）

５．キャッシュ・フローの状況

（単位:億円）

区 分 対前年増減
2010年3月期

第2四半期決算
2011年3月期

第2四半期決算

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 237 90３２８

１０３

１１６

８８

3

125

3

99

△9

84

(再掲) 税金等調整前四半期純利益

(再掲) 減価償却費

(再掲) 売上債権の増減額（△：増加）

２９

１５

△８

141

△26

△8

△112

42

△0

(再掲) たな卸資産の増減額（△：増加）

(再掲) 仕入債務の増減額（△：減少）

(再掲) 法人税等の支払額

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △103

△108

8

△77

△41

4

△１８１

△８

△１５０

１２

△8 △0(再掲) 法人税等の支払額

(再掲) 有形固定資産の取得による支出

(再掲) 有形固定資産の売却による収入

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △119

8

-

△37

4

△31

△１５７

１２

△３１

フ リ ー ・ キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー １４７ 134 13

(再掲) 有形固定資産の売却による収入

(再掲) 投資有価証券の取得による支出

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ フ △119

△91

△19

△37

△38

0

１５７

△１２９

△１９

(再掲) 借入金等の増減額（△：減少）

(再掲) 配当金の支払

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 86 118２０５

Copyright © 2010 NTT Urban Development Co. All rights reserved 55

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 101 93１９５



６．空室率の状況

13 4
16.0 

（％）

13.4

12.0 

14.0 

市場・全国

9.0

6 0
8.0 

10.0 

市場・都心５区

4 1

6.0

4.0 

6.0 

当社・全国

4.1

0.0 

2.0 
当社・都心５区

※１ 当社空室率の算出は、従来、翌月１日現在であったものを06.3より当月末に変更。

※２ 07.3より連結ベースに変更。

(年.月）

Copyright © 2010 NTT Urban Development Co. All rights reserved 6

※２ 07.3より連結 スに変更。

※３ 都心５区の市場空室率は三鬼商事データ。全国の市場空室率は、三鬼商事発表の東京、横浜、大阪、名古屋、福岡、仙台、札幌の空室率の単純平均値（当社試算）



7．中期経営計画2012の達成に向けた取り組み状況

■事業基盤の再構築■事業基盤の再構築

◎開発力の強化

・大手町第一次再開発の竣工に続き、大手町第二次再開発（大手町一丁目第２地区第一種市街地再開発）事業において

新築工事を着工（2012年9月竣工予定）新築工事を着工（2012年9月竣工予定）

・「神田」駅西口にオフィスとしての利便性に優れた新たなランドマークとして、「アーバンネット神田ビル」の新築工事を着工

（2012年4月竣工予定）

・大阪市北区において大阪駅北地区先行開発区域プロジェクトの新築工事を着工（2013年3月竣工予定）

・福岡市博多区中洲4丁目においてホテルの新築工事を着工（2011年９月竣工、一棟貸しを予定）

◎収益力の向上

・賃貸事業におけるリーシング営業体制の更なる強化、東京都心５区を中心とした空室率の改善

・分譲事業における契約・引き渡しの進捗 シニア向け住宅等多様なお客様ニーズに対応した住宅の提供分譲事業における契約 引き渡しの進捗、シニア向け住宅等多様なお客様ニ ズに対応した住宅の提供

・東・名・阪等の大都市圏を中心とした、より厳選したマンション用地取得の推進

◎ＮＴＴグループとの協働

・福岡市中央区においてＮＴＴ天神ビル敷地を定期借地し、商業・オフィス複合ビルの新築工事を着工（2011年8月竣工予定）

■財務の健全性にも配慮した成長性の追求

・プレミア投資法人が資産運用業務を委託するプレミア・リート・アドバイザーズ株式会社の株式の過半を取得し、ＲＥＩＴの

資産運用ビジネスに本格参入

・京都烏丸エリアの更なる賑わいを創出する駅直結型商業・オフィス複合施設「アーバンネット四条烏丸ビル」の竣工

■成長を支える経営基盤の確立
・投資総額管理の徹底 ネットＤ／Ｅレシオの改善

・京都烏丸エリアの更なる賑わいを創出する駅直結型商業・オフィス複合施設「アーバンネット四条烏丸ビル」の竣工

（2010年10月）

Copyright © 2010 NTT Urban Development Co. All rights reserved 

投資総額管理の徹底、ネットＤ／Ｅレシオの改善

・経営の透明性と内部統制の強化、ＣＳＲ経営基盤の確立（環境負荷低減への取り組み）等によるビジネス基盤の強化
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ディスクレーマー

本資料における、当社の計画、戦略及び意見並びにその他の記述のうち、歴史的事実でな
いものは、将来の業績に関する見通しであり、リスクや不確実性を内包するものです。これ
らは、現在入手可能な情報をもとにした当社の仮定及び意見に基づいており、実際の業績
は、環境の変化、及びその他の事由により、大きく異なる可能性があります。

特に断りのない場合、本資料は日本における会計方針に基づいて作成されています。
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